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東南アジアセキュリティ市場のベースキャンプ、シンガポールを行く 

RSAConference Asia Pacific & Japan 2015 

 

 

7月、グローバルセキュリティカンファレンス「RSAConference Asia Pacific＆Japan2015 (以下RASC APAC2015)」が3日間に

わたってシンガポールのMarina Bay Sandsで開催された。 

今回のイベントでは60社以上のセキュリティ企業が参加し、さまざまな技術と製品を紹介した。また各ベンダーと専門家による講演

会も開かれ、世界的なセキュリティトレンドとアジア地域をターゲットとするセキュリティ脅威の詳細な情報を共有した。 

今年で独立50周年の節目の年を迎えたシンガポールは、多くのイベントでにぎわっている。そんな中で開催されたRSAC APAC 20

15について、現場レポートをお届けする。 
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面積697㎢、東南アジアの島々からなる都市国家シンガポールだが、1人当たりの国内総生産（GDP）は5万3,604ドル（2015年基準）と世界第7

位・アジアでは1位の国だ。シンガポールは外国企業が活動しやすい経済構造であるため、多くの多国籍企業が進出している。多くのグローバルセキ

ュリティ企業がシンガポールを拠点にし、マレーシア、インドネシア、ベトナム、台湾など東南アジアのセキュリティ市場の攻略に乗り出している。 

 

  

 

RSAC APAC2015のテーマは「変化：今日のセキュリティ意識への挑戦 (CHANGE：Challenge today's security thinking)」で、安全なデジタル

未来のために革新的なアプローチが必要であることをメッセージとして伝えた。RSAセキュリティのCEO Amit Yoran は基調講演において「我 は々

闇の中を歩いている。従来の古い技術と考え方では現在のビジネスを維持できない」とセキュリティに対するパラダイムシフトを強調した。 

そして、▲クラウドおよびデータセキュリティ（Cloud and Data Security）▲サイバー捜査および法執行（Cyber Investigation and Law Enforc

ement）▲ガバナンスとリスク管理（Governance and Risk Management）▲モバイルセキュリティ（Mobile Security）▲セキュリティインフ

ラストラクチャ（Security Infrastructure）など7つのトラックに区分して計70あまりのセッション発表があった。そんな中、24日に行われた「Th

e Terrorist's Son」の著者である小説家Zak Ebrahimの発表とサイン会は聴衆から熱い反応があった。 
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今回参加した企業の中には、地域的な特性上パートナービジネスの比重が高いだけに、現地パートナー社がそれぞれ異なる企業の製品を紹介する姿も

見られた。その他グローバルセキュリティイベントでは滅多に見られない日本企業が多く参加したり、中国の大企業Alibabaがモバイルセキュリティ

ソリューション「アリババオープンプラットフォーム」を披露し、注目を集めていた。 

 

  

  

 

今年でRSAC APAC 2回目の参加であるアンラボは、インテリジェントなセキュリティ脅威に対抗するソリューション「AhnLab MDS」と特殊目的

システム専用のセキュリティソリューション「AhnLab EPS」を紹介した。これらの製品はグローバル市場をターゲットにしたアンラボの戦略製品と

して、台湾、ベトナム、中国などに輸出され、グローバルなレファレンスを確保している。 

MDSは「検知→ 分析→ 監視→ 対応」プロセスをベースに、インテリジェントな脅威に対する可視性と実質的な対応システムを提供する。 

EPSはシステムの安定的な運用に対して、高い感度と設定したプログラムのみを使用許可する特殊目的システムおよび制御システムなどに最適化され

た専用のセキュリティソリューションだ。 
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イベントでは、シンガポール、マレーシア、台湾、香港などアジア全域から参加した顧客と、シンガポールに支社を置くガートナー、フロスト＆サリ

バンのアナリストがアンラボのブースを訪問し、同社の技術力や製品の競争力、そして東南アジアにおけるビジネスプランについて質問が続いた。 

また、製造分野が活発な東南アジアの特性を反映するかのように特殊目的システム専用のセキュリティソリューションAhnLab EPSに関する問い合わ

せが多々 寄せられた。 

今回アンラボは現地パートナー「Systex」と共に参加している。同社は97年に設立され、台湾、シンガポール、中国、香港など48の支社と3000人

のスタッフが従事するITサービスプロバイダだ。アンラボとSystexはイベントの間、別途お客様を招待して小規模のセミナーを開いては東南アジア

のカスタマーの特性に合わせたセキュリティメッセージと対応ソリューションを提案した。 

イベント最終日には、アンラボのシンガポールオフィスのテクニカルディレクター・Kamil Jumat氏が、デモシアターにおいてAhnLab MDS独自の

技術を紹介した。この発表では、ビヘイビア検知に依存する既存の対応手法とは異なり、独自の動的コンテンツ分析技術で悪性行為の発生有無に関係

なく、未知の脅威を事前に診断する方法をデモと一緒に紹介して多くの注目を集めた。 

アンラボのシンガポールオフィスは2014年2月に設立され、現地のITサービス企業とパートナーシステムを拡大中だ。また東南アジア地域で知名度

を高めるため、カンファレンスやセミナー参加など積極的なマーケティング活動を展開しており、パートナーを対象にしたトレーニングやセミナーも

強化している。今後アンラボではパートナーと共にシンガポール、台湾、マレーシア、インドネシアなど東南アジアのセキュリティ市場を本格的に攻

略していく方針である。 
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アンラボとは  

株式会社アンラボは、業界をリードする情報セキュリティソリューションの開発会社です。 

1995年から弊社では情報セキュリティ分野におけるイノベーターとして最先端技術と高品質のサービスをご提供できるように努力を傾けてま

いりました。今後もお客様のビジネス継続性をお守りし、安心できるIT環境づくりに貢献しながらセキュリティ業界の先駆者になれるよう邁

進してまいります。 

アンラボはデスクトップおよびサーバー、携帯電話、オンライントランザクション、ネットワークアプライアンスなど多岐にわたる総合セキ

ュリティ製品のラインナップを揃えております。どの製品も世界トップクラスのセキュリティレベルを誇り、グローバル向けコンサルタント

サービスを含む包括的なセキュリティサービスをお届け致します。 


